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日時日時 ：： 平成２３年７月４日平成２３年７月４日

場所場所 ：： 文部科学省文部科学省
説明説明 ：： 仙台高等専門学校仙台高等専門学校

中央教育審議会教育振興基本計画部会ヒアリング中央教育審議会教育振興基本計画部会ヒアリング

東日本大震災に係る仙台高等専門学校の
被災状況について
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学生・教職員及び家族の被災状況（２３．５．２４現在）

人的被害 住居被害
死亡、行方不明

全壊、避難
半壊、
床上浸水

学生本人 父親、母親
その他の
同居親族

広瀬キャンパス １ ２０ ４０

名取キャンパス ２ ３ １２ ６８ ３９

合 計 ２ ４ １２ ８８ ７９

１ 学生

２ 教職員

人的被害 住居被害
死亡、行方不明

全壊、避難
半壊、
床上浸水教職員本人

配偶者、父親、
母親、子

広瀬キャンパス １ １

名取キャンパス ２ １

合 計 ２ ２ １

※ 学生本人の死亡者数には、入学予定者１名を含む



3名取市閖上地区（名取キャンパスより約７ｋｍ）

近隣の被災状況



4名取キャンパス・北側法面 崩落

仙台高専の被災状況
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運動場 地割れ
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武道場外壁剥落

武道場地盤沈下



7創造教育センター 地盤沈下
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化学実験室
実験機器落下

学生実験室
実験機器落下
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学生研究室
図書落下

図書館
本棚転倒
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・ 東北地区６高専・連携プロジェクト（国・省、自治体、企

業、高専機構、学協会等とも連絡調整）

・ 被災地での科学講座

・ インターンシップによる被災企業支援（単位認定）

・ ボランティア活動

東北地方の復興を基本とした
研究・教育プロジェクト



12

八戸
高専

（１）光触媒による環境浄化(長谷川章)： 企画中

秋田
高専

（１）エネルギー関連事業(化石燃料､新エネルギー(風力､地熱､寒冷地仕様の太陽光
パネル))： 自治体内の既存プロジェクトと協働計画中

（２）バイオマス関連(木材粉砕によるバイオエタノール、家畜飼料等)(上松)： 企画中

一関
高専

（１）水産加工業支援に関して６次産業化による地域資源の高付加価値化(戸谷) ：企
画中

（２）木質バイオマスの直接燃焼をエネルギー源とするスターリングエンジンによる発
電・暖房システム： 製品化されており適用を企画中

（３）人材育成事業として非常時の職業訓練の施設(佐藤(清)）： 企画中

鶴岡
高専

（１）リチウム電池、燃料電池、太陽光電池などの小型電源装置に関連する事業
： 企画中

福島
高専

（１）東北太平洋岸地域で水揚げ（含輸入）される軟体動物門のイカ、タコ、ホタテ貝、
ホッキ貝等に含まれるセラ ミド抽出成分の商品化：企画中

（２）環境の放射性物質の測定： 実施中

仙台
高専
(地区
ハブ
校)

（１）真水製造装置： 製品化中、助成申請中
（２）ハマボウフウによる塩分除去・土壌改良・食材提供： 自治体と共同実施
（３）杉皮による塩分除去を含む土壌改良： 自治体と共同実施、助成申請中
（４）仮設住宅の環境・安全･エネルギーについての調査と対策： 自治体と共同実施
（５）復興地域におけるGISを利用したスマートグリッド： 助成申請中
（６）東松島市仮設住宅におけるスマートコミュニティ構想：企画中

復興プロジェクト
東北地区高専が文科省配置産学官
連携コーディネータと共同
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被災地での科学講座の例 気仙沼市・松岩中学校
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◎実施対象企業： 小糸樹脂株式会社

◎実施予定学生： 電子工学科4年生 3名
◎実施予定期間： 平成23年8月1日～8月10日（8日間）
◎テーマ： （１）会社内外の片づけ（ボランティア活動

（２）クリーンルーム内作業環境のクリーン度の計測

（３）ナノインプリント技術に関する基礎データの補充

（４）光学評価技術に関する基礎データの蓄積

インターンシップの例

小糸樹脂（株）

の被害状況

（加工室）
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・宮城県立ガンセンターの復旧支援
震災直後、隣接している宮城県立ガンセンターの要
望を聞き、ボランティア学生20名を募り、患者の安全
搬送と破損した病院内の片付けを行った。

・近隣地区の避難住民に対する支援
高専近くのアパートに住んでいる専攻科生６名が、
仙台高専に避難した近隣の住民に対して献身的に支
援した。

・名取市の依頼による地区の放射能値測定
教員の指導下、授業の一環として学生が地区の放
射能値を測定し市に協力している。

ボランティア活動の例



本来の使命、すなわち、基礎学力と実践力、人間力を備えた
人材を育成して、世に送り出すこと。

学生は勉学や課外活動にしっかり取り組み、自らの能力と実
力を十二分に研いて、東北の産業、ひいては日本を支え、そし
て世界の発展に貢献すること。

現在の仙台高専の最重要課題

名取キャンパスの運動施設のほとんどが使えない。…来年春頃まで
・ グランドの中央約１／３
・ 第1、第2体育館
・ 武道場
・ シャワールーム、運動着洗濯室、運動具置き場
・ トレーニング室

最も大きい支障
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